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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子座は、グリセリン酸キナーゼ2型ファミリーのメンバーをコードしています。コードされている酵素は(R)-グリセリン酸のリン酸化を触媒し、セリン分解およびフルクトース代謝に関与している可能性があります。コードされている酵素の活性低下は、D-グリセリン酸尿症に関連する可能性があります。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2009年1月]、触媒活性：ATP + (R)-グリセリン酸 = ADP + 3-ホスホ-(R)-グリセリン酸。、疾​​患：GLYCTKの欠陥はD-グリセリン酸血症の原因です[MIM:220120]。非ケトン性高グリシン血症を特徴とし、尿中にD-グリセリン酸が排泄され、血清中にこの物質が存在する。,類似性:グリセリン酸キナーゼ2型ファミリーに属する。,組織特異性:広く発現している。,
	研究分野
	グリシン、セリンおよびトレオニン代謝、グリセロ脂質代謝、グリオキシル酸およびジカルボキシル酸代謝。
	画像データ
	

	GLCTK抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GLCTK抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GLCTK抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GLCTK 抗体を使用した HUVEC 細胞からの溶解物のウエスタン ブロット分析。

